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チームで進める働き方改革
留萌管内学校における働き方改革推進会議

初山別中学校の取組

令和３年９月２８日（火）

初山別村立初山別中学校長 嶋 本 佳世子



R 1 ８月 初中版働き方改革プラン

◎アクション・プランに準じた取組の試行

・部活動について、週２日以上の休養日の設定

・定時退勤日月２回、及び定時退勤週間年２回の設置 など

◎新年度に向けた業務改善・効率化アイディア募集

R ２ ４月 初中版働き方改革プラン

◎職員のアイディアを踏まえた業務の在り方

・重点目標の設定

・「学校における働き方改革の手引 Ｒｏａｄ 中学校編」を生かした取組

・学校職員人事評価、学校設定項目に設定

・働き方改革プロジェクト委員会設置

「北海道アクション・プラン」及び「初山別村アクション・プラン」を踏まえて

初山別中学校働き方改革推進の経過 １
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R ３ ４月 初中版働き方改革プラン

◎「働き方改革推進事業」の指定

◎働き方改革推進校として確実に取り組むことの設定

・Ｒｏａｄ第５章に掲げる取組

・在校等時間の可視化によるワークライフバランスに係る職員の意識向上

・学校独自の取組

・北海道アクション・プランに掲げる取組

◎詳細なロードマップの提示

「北海道アクション・プラン」及び「初山別村アクション・プラン」（第２期）を踏まえて

初山別中学校働き方改革推進の経過 ２
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Ｒ１年度
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Ｒ１年度
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Ｒ２年度Ｒ２年度

●運営組織にプロジェクト委
員会を位置付け

●学校職員人事評価シートに
おいて「働き方改革推進」を学
校の設定項目とする。
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Ｒ２年度
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Ｒ２年度

①

②

③
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Ｒ２年度
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Ｒ３年度

②

①
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Ｒ３年度
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Ｒ３年度
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Ｒ３年度 勤務時間外の在校等時間を個人にフィードバック
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Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート（必要な項目を選択）
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Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート（記述）
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Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート 結果１（選択）
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成果



Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート 結果１（選択） 成果
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Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート 結果１（選択）
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課題



Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート 結果１（選択）
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課題



Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート 結果１（選択） 注目！
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Ｒ３年度 働き方に関する意識調査アンケート 結果２（記述） 注目！

➢部活動の複数体制による休養日の設定
➢ Ｂ日課の設定
➢定時退勤日の徹底
➢職員室の書棚や金庫等整理整頓

今年度効果
があった取
組

➢ 職員室内の先生方一人一人の棚の片づけ
➢ 学年の保護者説明会、ＰＴＡ業務従事への割り振り
➢ 個人定時退勤日の設定
➢ 退勤する時間（５時？）とかにチャイムを鳴らす

➢ 職員会議や朝の打ち合わせでの提案者が提案物をそのまま読み上げる
ことをやめる

➢ 退勤しやすい雰囲気づくり（「すいません。」「お先に失礼します。」の「す
いません」の廃止）

➢ 評価の二期制
➢ 職員会議の廃止

今後の業務
改善へのア
イディア
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➢ Ｒ元年度から先生方の意見を取り入れながらボトムアップで改革を
進めてきたこと

➢ 組織として動くことを大切にし、風通しのよい職場環境や人間関係を
構築していること

➢ ミドルリーダーが中心となり推進していること

➢ 部活動指導員の配置など、教育委員会も積極的に働き方改革を後
押ししてくれていること

➢ 教職員のアイディアを形にしていく。
（短期的なものはすぐに成果を長期的なものにはアクションを）

➢ 教職員の意識改革

推進する上
での

配慮事項

まとめ

今後の取組

「長時間働くことがすごい！頑張っている！」という考え方がなくなった。（アンケートより）

主体的な学習者は主体的な指導者から育つ
・・・さらに改革を進めていきたい
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